
日
蓮
宗
宗
学
全
書
第
十
六
巻
所
収
の
全
八
巻
本
（
第
一
～
五
巻
は
「
観
心
本
尊
抄
私
記
」
、
第
六
～
八
巻
は
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
」
）
に

よ
っ
て
愚
考
を
め
ぐ
ら
せ
た
。
宗
学
全
書
に
よ
る
と
「
私
記
」
の
方
は
表
紙
外
題
に
朝
師
の
自
筆
で
「
補
施
集
、
観
心
ノ
事
、
日
朝
」
、

他
筆
で
「
観
心
本
尊
抄
私
記
五
帖
之
内
」
と
記
し
て
あ
る
と
い
う
か
ら
、
『
本
尊
抄
」
を
註
釈
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、

「
観
心
ノ
事
」
を
『
本
尊
抄
』
に
寄
せ
て
解
説
す
る
こ
と
に
目
的
を
置
い
た
書
物
で
あ
る
。
ま
た
「
見
聞
」
の
方
は
正
本
を
逸
し
、
小
林

日
董
の
写
本
に
よ
っ
て
上
梓
し
た
、
『
啓
蒙
」
等
に
「
朝
師
別
本
」
と
し
て
引
い
て
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
と
い
う
。
「
見
聞
」
は
『
本
尊

抄
」
の
「
其
本
尊
為
体
」
（
定
遺
七
三
一
頁
）
か
ら
抄
末
ま
で
の
註
釈
で
、
奥
書
に
第
六
巻
は
「
文
明
第
八
丙
申
正
月
二
士
一
百
」
、
第
七

巻
は
同
年
「
二
月
九
日
」
、
第
八
巻
は
同
年
「
三
月
十
四
日
」
と
あ
る
か
ら
、
二
週
間
か
ら
五
週
間
位
の
間
に
一
巻
を
書
き
終
え
た
勘
定

に
な
る
。
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
は
朝
師
が
身
延
の
貫
首
に
就
任
し
て
十
五
年
目
、
五
十
五
才
の
と
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
筆
者
は
朝
師
研
究
に
つ
い
て
は
未
経
験
で
あ
る
。
朝
師
の
五
百
遠
忌
を
来
年
六
月
に
ひ
か
え
て
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
朝
師

追
慕
に
参
入
せ
ん
も
の
と
、
今
は
じ
め
て
朝
師
の
著
書
の
世
界
に
入
っ
た
次
第
で
あ
る
か
ら
、
専
門
の
教
学
史
家
か
ら
み
れ
ば
、
広
い
視

野
の
欠
落
や
思
い
違
い
も
間
々
あ
ろ
う
か
と
思
う
が
筆
者
の
志
に
免
じ
て
寛
恕
を
乞
う
。

行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

行
学
朝
師
『
観

は
じ
め
に

、

'し，

本
尊
抄
見
聞
』
愚
考

浅

井
圓
道
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行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

本
論
の
主
た
る
目
的
は
、
世
に
朝
師
の
教
学
は
中
古
天
台
偏
向
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は
い
え
な
い

と
い
う
こ
と
を
論
証
す
る
に
あ
る
。

最
初
に
、

検
く
る
と
、

一
に
流
派
↑

慧
光
房
流
川
棚

毘
沙
門
堂
流
醐

二
に
人
名
に
つ
い
て
は

慧
心
釈
」
捌
珊

檀
那
先
徳
伽

檀慧慧
那心檀
流流両

流
118119

247194221

寛檀慧
印那心
先釈

247徳

に
流
派
名
と
し
て
は

慧
檀
両
流
畑
」
捌

慧
心
流
伽
捌
珊

蓮
実
房
（
勝
範
）

朝
師
の
著
述
中
に
は
中
古
天
台
の
口
伝
書
が
大
量
に
流
入
し
て
い
る
実
態
を
『
本
尊
抄
」
の
「
私
記
」
「
見
聞
」
に
つ
い
て

一

225

239

L一一

274

281

等洲

361186
225

247

L－－

327
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三
に
書
名
に
つ
い
て
は

円
実
（
義
）
抄
肌

修
禅
寺
決
川
茄
刎
」
洲

賀

182

玄良
豊威

254254

尊
真
棚

存
海
（
檀
那
流
）

常
楽
院
心
栄
法
印
御
房
珊
捌
（
無
動
寺
）

仙
波
の
尊
海
側

栗
田
口
静
明
Ｗ
畑
測
測
捌
捌
」
捌
測

安
居
院
（
聖
覚
）
Ⅲ

竹
林
房
（
長
耀
）
剛
Ⅲ

俊
範
」
捌
獅

範
源
」
伽

杉
生
（
皇
覚
）

東
陽
（
忠
尋
）

行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
」
愚
考
（
浅
井
）

151

176

1柵

195

237
L--

321

327

Ⅳ
似
、
砺
船
卯
Ⅲ
塊
船
側
鮒
“

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
２
２

321

等
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妙
義
（
口
伝
）
集
伽

速本
証理
仏大
位綱
集集

149199

随
意
観
法
刎

自
行
略
記
注
伽

道
場
所
得
決
洲

止
観
微
旨
（
掌
中
譜
）

雑
抄
洲
～
畑

円
陀
（
多
力
）
羅
義
集
醐

五
重
玄
（
最
）
秘
釈
川

東
陽
香
表
紙
皿
Ⅲ

慧
光
房
切
紙
川

天
台
集
秘
決
要
集
加
棚
川
加
川
捌
測

四
夜
（
伝
）
決
別

切
紙
卿

一
念
頌
決
Ⅲ

（
東
陽
）
七
百
料
（
條
抄
）

行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

l22

L－－

鉛1
154

（
以
上
、
伝
最
澄
）

（
以
上
、
伝
円
仁
）

（
伝
良
源
）

（
以
上
、
伝
円
珍
）

（
以
上
、
伝
勝
範
）

（
？
．

）

（
以
上
、
伝
覚
超
）

（
以
上
、
伝
忠
尋
）
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を
立
て
て
、

算
用
数
字
は
宗
学
全
書
第
十
六
巻
の
頁
数
で
、
」
の
と
こ
ろ
ま
で
は
「
私
記
」
、
」
の
あ
と
は
「
見
聞
」
所
引
の
頁
を
示
す
。
一
見

し
て
「
私
記
」
に
お
い
て
中
古
天
台
関
係
の
引
用
が
圧
倒
的
に
多
い
。

中
古
天
台
を
摂
取
し
た
た
め
に
「
本
覚
」
や
「
無
作
三
身
」
等
の
用
語
を
多
用
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
教
相
を
こ
と
さ
ら
に
複
雑
化
し

て
お
り
、
日
蓮
聖
人
教
学
の
単
一
（
広
・
略
↓
要
）
に
反
す
る
む
き
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
私
記
」
第
四
巻
に
一
心
三
観
に
十
重
の
種
類

第
一
ハ
大
柱
ノ
三
諦
ノ
分
也
。
本
理
ノ
ー
心
三
観
卜
名
ク
。

第
二
ハ
中
道
ノ
家
二
空
仮
有
り
○
四
眼
二
智
ハ
空
仮
、
中
道
ヲ
仏
眼
卜
為
ス
。

第
三
ハ
中
道
ノ
双
非
双
照
ナ
リ
。
空
仮
ヲ
双
照
ス
ル
ヲ
以
テ
四
眼
二
智
卜
為
シ
、
双
非
ヲ
以
テ
中
卜
為
シ
仏
眼
ト
為
ス
。
甚
深
ノ
ー
心

三
観
卜
名
ク
。

ル
也
。

北
谷
秘
典
捌

天
台
即
位
相
伝

両
巻
秘
要
剛
、

伽
（
以
上
不
明
）

秘I卜
曲観
伝′L，

、

要
123

一
、
十
重
ノ
ー
心
三
観
ノ
ロ
決
ト
ハ
東
陽
ノ
相
伝
、
黒
谷
上
人
等
専
ラ
之
ヲ
用
フ
ト
見
タ
リ
。
前
五
重
ハ
三
智
五
眼
二
就
テ
之
ヲ
立
ッ

行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

209

（
以
上
、
慧
光
房
流
）

（
尊
海
力
）

後
賢
聖
義
柵
、
重
聞
秘
記
伽
、
明
記
剛
、
決
皿
淵
、
大
双
紙

257
、

法
華
口
伝
抄
淵
、
雑
蜥
Ⅲ
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第
八
ハ
離
念
ノ
ー
念
三
千
、
法
宝

第
九
ハ
無
靜
ノ
ー
念
三
千
、
僧
宝

第
十
ハ
究
寛
逮
得
ノ
ー
念
三
千
。
法
性
自
爾
ニ
シ
テ
（
造
）
作
ノ
所
成
二
非
ズ
。
（
二
一
○
頁
）

こ
の
文
は
、
「
本
尊
抄
』
の
「
詮
ズ
ル
所
ハ
一
念
三
千
ノ
仏
種
二
非
ザ
レ
バ
有
情
ノ
成
仏
、
木
画
二
像
ノ
本
尊
ハ
有
名
無
実
也
」
（
定
遣
七

二
頁
）
の
文
に
つ
い
て
、
真
言
宗
に
は
仏
眼
大
日
の
印
明
が
あ
っ
て
木
画
二
像
を
開
眼
す
る
が
、
本
宗
に
は
そ
れ
は
な
い
で
は
な
い
か

と
の
問
に
答
え
て
、
「
開
仏
知
見
」
の
経
文
が
開
眼
に
相
当
す
る
と
し
、
仏
見
と
は
肉
・
天
・
慧
・
法
・
仏
の
五
眼
、
仏
知
と
は
一
切
智
・

道
種
智
・
一
切
種
智
の
三
智
で
あ
り
、
一
心
三
観
に
よ
っ
て
五
眼
三
智
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
、
右
の
忠
尋
の
口
決
を
引
い

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
十
重
の
一
心
三
観
な
ど
の
釈
が
、
こ
こ
で
必
要
で
あ
る
の
か
ど
う
か
。

中
古
天
台
の
口
伝
法
門
に
よ
っ
て
教
相
を
複
雑
化
し
た
事
例
は
多
い
が
、
問
題
は
「
本
尊
抄
』
を
解
説
す
る
の
に
、
な
ぜ
中
古
天
台
の

教
相
が
必
要
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
朝
師
自
身
に
理
由
の
説
明
が
な
い
の
で
、
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
愚
考
す
る
と
、
当
時
の
日
蓮
教

団
の
僧
侶
の
中
に
は
比
叡
山
や
仙
波
に
負
笈
す
る
者
が
多
く
、
中
古
天
台
教
学
は
稻
々
と
宗
門
に
流
れ
込
ん
で
い
た
。
朝
師
自
身
も
「
叡

第
五
ハ
究
寛
持
得
門
。
無
相
無
念
二
帰
ス
、
不
変
真
如
ノ
性
也
。
無
念
ノ
ー
心
三
観
ト
名
ク
。

後
五
重
ハ
一
念
三
千
二
付
テ
之
ヲ
立
ッ
。

第
六
ハ
随
縁
ノ
ー
念
三
千
。
本
門
ノ
意
、
心
性
土
台
。

第
七
ハ
覚
知
ノ
ー
念
三
千
八
仏
宝

行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
」
愚
考
（
浅
井
）

第
四
ハ
中
道
二
非
有
非
空
ノ
双
非
有
り
。
非
有
ト
云
ヘ
バ
亦
空
也
、
非
空
ト
云
ヘ
バ
亦
有
也
。
此
レ
四
眼
二
智
也
。
双
非
ノ
体
ハ
中
道

也
、
仏
眼
也
。
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中
古
天
台
の
特
徴
と
し
て
、
伝
統
的
な
教
学
大
系
を
無
視
し
て
、
自
分
流
の
観
心
（
私
見
）
か
ら
出
た
口
伝
を
重
ん
じ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
朝
師
は
伝
統
的
な
天
台
教
学
を
も
重
ん
じ
、
か
つ
精
通
し
て
い
た
。
い
ま
『
本
尊
抄
』
の
「
私
記
」
「
見
聞
」
に
み
え
る
中

国
天
台
、
日
本
天
台
か
ら
の
引
用
書
を
列
挙
す
る
と
、
ま
ず
中
国
天
台
で
は

山
に
学
ぶ
こ
と
前
後
二
回
、
又
仙
波
に
遊
ぶ
」
（
望
月
歓
厚
「
日
蓮
宗
学
説
史
」
）
、
仙
波
遊
学
は
「
永
享
一
二
年
以
降
、
約
五
カ
年
」
（
北

川
前
肇
『
日
蓮
教
学
研
究
』
）
で
あ
っ
た
。
故
に
中
古
天
台
教
学
に
精
通
し
、
中
古
天
台
を
大
量
に
引
用
し
て
み
せ
る
こ
と
が
、
自
義
の

荘
厳
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
門
教
学
の
普
及
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

法
華
玄
義

法
華
文
句

摩
訶
止
観

観
音
玄
義

浄
名
玄

浄
名
疏

次
第
禅
門

六
妙
門

浬
桑
疏

行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

一
一２

回
11433466740
回回回回回回回回

（
以
上
、
智
韻
）
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章
安
釈

観
心
論
疏
３
回

文
句
記

玄
義
釈
銭
訓
回

止
観
大
意
１
回

止
観
弘
決
妬
回

止
観
義
例
４
回

東道
春蓬

行
満
記

浄
名
疏
（
記
）

輔
正
記

金
鐸
論

十
不
二
門
１
回

知
礼

註
金
鉾
論
１
回

（
浬
藥
疏
）
三
徳
指
帰
２
回

行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

２
回

２
回
1

回
515

回回
偲
回

２
回

1

回
３
回

（
以
上
、
潅
頂
）

（
以
上
、
道
暹
）

（
以
上
、
湛
然
）

（
明
砿
）

（
智
円
）
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あ
る
。
次
に
日
本
天

（
法
華
）
秀
句

守
護
（
国
界
）
章

依
懸
（
天
台
）
集

（
天
台
法
華
宗
）

法
華
長
講
１
回

（
十
不
二
門
）
文
心
解
１
回
（
仁
岳
）

補
註
１
回
（
従
義
）

こ
の
外
、
天
台
三
大
部
等
か
ら
の
引
文
に
は
違
い
な
い
が
、
書
名
を
示
さ
ず
、
い
き
な
り
本
文
の
み
を
引
く
と
こ
ろ
が
約
五
十
回
ほ
ど

山
家
御
釈
岨
回

（
法
華
〉
迩
門
観
心
（
絶

（
法
華
）
本
門
観
心
（
絶

三
身
義
（
私
記
）

俗
諦
不
生
不
滅
論
１
回

円
仁
云
６
回

授
決
集
１
回

浄
覚
１
回

次
に
日
本
天
台
で
は

行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

３
回

１
回

伝
法
要
偶
１
回

４
回

（
以
上
、
最
澄
）

（
絶
待
妙
）
釈
２
回

（
絶
待
妙
釈
）
１
回

１
回

（
以
上
、
円
仁
）

－13－



対
し
て
朝
師
は

本
覚
讃
註
１
回

慧
心
釈
：
２
回
（
以
上
、
源
信
）

心
地
教
行
決
疑
１
回
（
静
算
）

宝
（
地
房
三
大
部
私
）
記
８
回
（
証
真
）

（
天
台
法
華
疏
）
義
決
１
回
（
播
摩
道
遼
）

そ
の
他
、
伝
慧
思
作
の
「
大
乗
止
観
」
（
Ⅲ
）
、
そ
れ
か
ら
「
有
慶
物
語
」
（
加
測
剛
）
等
の
書
名
も
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
天
台
章
疏
に

一
乗
略
観
（
？
）
１
回

円
珍
・
山
王
院
・
智
証

教
時
義
３
回

菩
提
心
義
４
回

五
大
院
釈
毎
２
回

一
乗
要
決
２
回

法
華
即
身
成
仏
要
記
１
回

十
如
是
義
私
記
２
回

観
心
略
要
集
２
回

発
起
宿
善
紗
１
回

行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

６
回
（
以
上
へ
円
珍
）

（
以
上
、
安
然
）
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所
詮
、
天
台
伝
教
ノ
如
ク
得
心
ザ
ル
者
ハ
法
華
ノ
行
者
二
非
ズ
（
側
）

天
台
ハ
ワ
ザ
ト
位
五
品
二
居
ス
ル
ニ
、
大
師
ハ
六
根
浄
二
叶
ハ
ズ
卜
思
エ
ル
ハ
無
念
ノ
次
第
（
棚
）

等
と
い
う
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
朝
師
は
一
方
で
は
中
古
天
台
を
駆
使
し
な
が
ら
も
、
根
本
は
天
台
・
伝
教
等
の
正
系
の
天
台
教
学
に
依
囑

し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
『
本
尊
抄
」
の

総
在
一
念
紗
」
籾

五
段
紗
」
糊

法
華
題
目
紗
」
捌

開
目
抄
」
卿

祈
祷
紗
」
籾

妙
法
曼
茶
羅
紗
」
糊

諸
法
実
相
紗
」
棚

顕
仏
未
来
記
」
糊

当
体
義
紗
」
棚

呵
責
誇
法
紗
」
棚

行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

一
一
一

棚

1

360
377 捌

洲
捌
淵
糊

（
附
）
祈
祷
経
」
剛

（
ｉ
教
機
時
国
紗
）

「
私
記
」
「
見
聞
」
に
引
か
れ
る
日
蓮
遺
文
は
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行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

法
華
取
要
紗
」
柵
捌
捌
柵
柵

一
通
の
御
書
」
猟
（
Ｉ
瑞
相
御
書
）

安
房
新
尼
御
前
ノ
方
へ
遺
サ
レ
タ
ル
御
書
」
淵
（
Ｉ
新
尼
御
前
御
返
事
）

大
田
紗
」
測
捌
獅
棚
捌
捌
糊
淵
（
Ｉ
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
）

大
田
紗
一
剛
（
Ｉ
大
田
左
衛
門
尉
御
返
事
）

立
正
観
紗
」
川

大
田
紗

兄
弟
紗

法
蓮
紗

撰
時
抄

高
橋
紗
」
剛
（
ｉ
定
本
一
八
七
番
）

報
恩
抄
」
川
師
糊

上
野
殿
御
返
事
」

治
病
紗
」
棚

本
尊
問
答
紗
」
畑

四
信
五
品
紗
伽
」
測
捌

顕
本
紗
」
細
（
Ｉ
下
山
御
消
息
）

（
法
華
）
初
心
成
仏
紗
」
川
棚

上
野
殿
御
返
事
」
剛
（
Ｉ
定
本
二
八
二
番
）

L－－－L－－

374374331

L一一L－－

340294

3冊

１３猫
（
Ｉ
瑞
相
御
書
）

376
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ま
た
身
延
門
流
の
こ
と
を
「
法
華
宗
」
（
」
川
）
、
「
当
流
」
（
伽
捌
捌
」
捌
刎
川
棚
棚
測
捌
）
、
「
門
流
ノ
御
義
」
（
」
刑

洲
）
、
「
今
家
身
延
意
」
（
」
洲
）
と
称
し
て
い
る
。

行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

棚
）
と
し
て
引
く
。
ま
た
日
蓮
聖
‐

糊
洲
）
、
「
高
祖
聖
人
」
（
」
川

棚
川
加
測
棚
捌
測
捌
）
と

別
）
、
「
学
師
仰
）
」
（
」
Ⅷ
）
、
雇

川
棚
、
た
だ
し
所
破
）
も
み
え
る
。

御
書
刎
捌
鵬

御
筆
洲
捌
獅
（
以
上
は
不
特
定
の
祖
意
を
云
ふ
）

こ
の
外
、
定
本
続
篇
二
七
番
の
『
観
心
本
尊
紗
文
科
」
を
「
観
心
本
尊
抄
得
意
紗
」
（
」
棚
川
）
、
「
文
段
紗
」
（
」
棚
川
棚
捌

棚
）
と
し
て
引
く
。
ま
た
日
蓮
聖
人
の
こ
と
を
「
元
祖
聖
人
」
（
」
剛
）
、
「
聖
人
」
（
」
珊
測
）
、
「
高
祖
」
（
」
珊
棚
獅
刎
捌

糊
洲
）
、
「
高
祖
聖
人
」
（
」
川
Ｊ
「
大
聖
人
」
（
」
川
）
、
「
先
師
大
聖
人
」
（
」
細
）
と
呼
び
、
そ
の
御
考
え
を
「
聖
意
」
（
」

棚
川
加
測
棚
捌
測
捌
）
と
い
う
。
ま
た
外
に
「
朗
公
相
伝
」
（
」
刎
捌
）
、
「
日
向
相
伝
」
（
」
Ⅷ
）
、
「
日
興
相
伝
」
（
」

型
、
「
学
師
仰
）
」
（
」
Ⅷ
）
、
「
師
云
」
（
伽
」
師
洲
、
望
月
歓
厚
『
学
説
史
』
は
、
こ
れ
を
仮
り
に
日
出
と
す
る
）
、
「
天
目
」
（
」

御
消
息
捌
」

御
抄
多
出
（
大
底
は
『
本
尊
抄
」
の
本
文
を
云
う
）

如
是
我
聞
紗
」

諌
暁
八
幡
紗
」

（
三
大
）
秘
法
紗

曽
谷
紗
」
淵
（

祖
師
ノ
ー
義
川１１

（
大
底
は

紗
」
洲

（
未
検
）

０

367362

（
Ｉ
諸
経
与
法
華
経
難
易
事
）
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朝
師
の
教
学
は
確
か
に
中
古
天
台
の
典
籍
や
口
伝
を
多
量
に
接
取
し
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
伝
統
的
天
台
教
学
、
日
蓮
教
学
を
根

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
古
天
台
寄
り
に
な
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
日
蓮
教
学
を
伝
統
に
引
き
も
ど
す
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。
数
々
の

中
古
天
台
説
を
紹
介
し
つ
つ
、
最
後
に
「
私
云
」
と
標
し
て
正
統
な
宗
学
に
よ
っ
て
〆
め
く
く
る
の
も
そ
の
試
み
で
あ
る
。
い
ま
三
、
四

の
例
を
引
い
て
そ
の
点
を
明
ら
め
て
み
よ
う
。

一
、
「
方
便
品
ノ
四
箇
ノ
大
事
」
の
項
で
、
「
余
流
ニ
モ
自
流
ニ
モ
四
箇
ノ
大
事
ヲ
立
ツ
ル
ニ
不
同
有
ル
也
」
と
て
余
流
の
口
伝
を
種
々

紹
介
し
、
最
後
に
は
「
私
云
」
と
て
正
統
な
教
学
を
示
し
て
〆
め
く
く
っ
て
い
る
。
毘
沙
門
堂
流
は
四
句
成
道
、
証
道
八
相
、
自
受
用
智

の
有
為
無
為
、
不
軽
之
往
事
を
四
箇
と
し
て
立
て
、
静
明
流
は
一
心
三
観
・
心
境
義
・
止
観
大
旨
・
法
華
深
義
（
慧
心
流
の
広
伝
四
箇
の

法
門
）
の
四
箇
を
立
て
、
慧
光
房
流
も
之
に
同
じ
、
等
々
と
流
派
に
よ
り
様
々
の
四
重
を
立
て
て
い
る
が
、
「
但
シ
当
流
ニ
ハ
正
シ
ク
五

仏
道
同
ノ
出
世
ノ
本
懐
ヲ
申
ブ
ル
時
、
一
大
事
因
縁
ヲ
四
重
二
説
キ
タ
リ
。
大
事
ハ
開
示
悟
入
是
也
。
此
ノ
流
ニ
ハ
是
ヲ
四
箇
大
事
卜
面

授
ス
ル
也
」
（
一
六
七
’
八
頁
）
。
つ
ま
り
四
箇
大
事
と
い
え
ば
、
余
流
で
は
様
々
の
四
箇
を
当
て
る
が
、
当
流
つ
ま
り
身
延
門
流
で
は
方

便
品
の
開
示
悟
入
を
四
箇
大
事
と
し
、
そ
れ
以
外
に
四
箇
大
事
は
な
い
と
い
う
意
で
あ
る
。

さ
ら
に
続
け
て
「
余
宗
ハ
知
ラ
ズ
、
当
宗
ノ
学
者
ハ
一
切
ノ
法
門
（
ノ
中
カ
ラ
）
大
事
（
ト
私
案
シ
ダ
法
門
）
ノ
ミ
（
ヲ
勝
手
一
二
之

ヲ
立
ツ
ル
也
・
然
し
ド
モ
大
事
卜
云
プ
ロ
伝
ノ
興
起
ヲ
（
能
ク
モ
之
ヲ
知
ラ
ズ
。
凡
ソ
大
事
ト
云
フ
ハ
経
文
ョ
リ
起
ル
。
所
謂
方
便
品
ノ

四
重
ノ
大
事
、
開
示
悟
入
是
也
。
此
ノ
四
重
ヲ
地
盤
卜
為
シ
テ
一
切
ノ
法
門
ヲ
此
ノ
四
箇
二
習
上
入
ル
、
也
。
只
己
心
二
任
セ
テ
窓
マ
ニ

大
事
ト
ノ
ミ
云
ヘ
ル
ハ
以
ノ
外
ノ
僻
見
也
。
所
詮
当
流
ニ
ハ
此
ノ
四
箇
ヲ
住
行
向
地
ト
モ
釈
シ
、
四
種
ノ
阿
字
ト
モ
云
上
、
又
伝
法
要
偶

行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

四
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ノ
四
箇
等
、
此
ノ
相
違
ヲ
習
合
ス
可
キ
也
」
（
一
六
九
頁
）
と
も
い
う
。
大
事
と
は
方
便
品
の
．
大
事
因
縁
」
の
経
文
か
ら
起
き
た
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
開
示
悟
入
の
四
仏
知
見
を
地
盤
と
し
て
一
切
の
法
門
を
習
い
入
れ
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
大
事
を
ば
法
華

経
の
中
で
の
大
事
な
法
門
で
あ
る
と
速
断
し
て
、
勝
手
に
雑
多
な
法
門
を
四
種
類
選
び
出
し
て
四
箇
と
立
て
る
こ
と
は
僻
見
で
あ
る
と
て
、

窓
意
的
な
態
度
を
誠
め
る
。
ま
さ
に
中
古
天
台
批
判
で
あ
る
。

な
か
に
「
住
行
向
地
」
と
あ
る
の
は
、
『
法
華
文
句
』
四
上
巻
に
お
け
る
開
示
悟
入
釈
で
、
「
開
’
十
住
、
示
’
十
行
、
悟
’
十
廻
向
、

入
’
十
地
」
（
会
本
十
一
巻
三
～
六
丁
）
と
円
教
の
四
十
位
に
四
仏
知
見
を
配
当
し
て
い
る
。
「
四
種
阿
字
」
と
は
、
空
海
将
来
の
二
十
巻

本
『
大
日
経
疏
』
に
は
四
種
阿
字
と
四
仏
知
見
と
の
相
配
釈
は
な
い
が
、
温
古
本
（
再
治
十
四
巻
本
、
台
密
依
用
）
に
は
あ
る
と
い
う
こ

と
で
（
安
然
『
教
時
義
』
明
宗
段
、
日
本
大
蔵
経
天
台
宗
密
教
章
疏
三
・
三
五
四
上
）
、
こ
の
疏
の
釈
を
『
菩
提
心
論
』
が
引
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
『
菩
提
心
論
』
は
不
空
訳
か
不
空
造
か
が
平
安
朝
期
大
間
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
「
伝
法
要
偏
ノ
四
箇
」
と
は
『
天
台

法
華
宗
伝
法
偶
』
（
最
澄
真
撰
？
）
に
「
止
観
大
旨
ヲ
稟
ヶ
（
略
）
法
華
深
義
ヲ
学
ビ
（
略
）
一
心
三
観
ヲ
諮
上
（
略
）
、
心
境
義
ヲ
受
ケ
」

（
伝
全
五
・
二
八
頁
）
と
あ
り
、
こ
れ
を
指
す
か
。
た
だ
し
そ
の
解
説
は
『
伝
法
偶
』
に
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
四
箇
の
相
違
点
を
よ

く
点
検
し
て
み
な
さ
い
と
い
う
。
「
伝
法
要
解
ノ
四
箇
」
と
は
、
「
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
（
上
巻
三
○
五
頁
下
段
）
に
「
伝
法
要
解
四
箇

大
事
並
略
伝
三
箇
大
事
（
日
光
天
海
と
と
あ
り
、
未
出
版
で
あ
る
。

二
、
「
心
卜
性
ト
ノ
事
」
の
中
で
妙
楽
の
『
止
観
大
意
』
の
観
不
思
議
境
の
大
意
を
述
べ
る
中
の
「
不
変
随
縁
ノ
故
二
名
ケ
テ
心
卜
為
シ
、

随
縁
不
変
ノ
故
二
名
ケ
テ
性
ト
為
ス
」
（
正
蔵
四
七
・
四
六
○
中
）
の
文
、
お
よ
び
知
礼
が
之
を
釈
し
て
「
既
二
不
変
随
縁
名
心
卜
云
う
、

理
二
即
ス
ル
ノ
事
也
、
随
縁
不
変
名
性
ト
ハ
事
二
即
ス
ル
ノ
理
也
云
云
、
意
ハ
性
徳
全
ク
修
得
ナ
ル
ハ
不
変
随
縁
、
修
得
全
ク
性
ハ
随
縁

不
変
」
（
？
）
の
文
を
引
き
、
次
に
「
私
二
云
ク
、
只
是
レ
一
念
三
千
ヲ
（
不
変
随
縁
卜
云
上
、
三
千
一
念
ヲ
バ
随
縁
不
変
ト
云
う
也
、

行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）
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行
学
朝
師
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観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

修
ニ
モ
性
ニ
モ
之
有
ル
ベ
キ
也
、
即
理
之
事
、
即
事
之
理
ナ
ド
ト
ハ
之
ヲ
言
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
也
」
（
一
九
六
’
七
頁
）
と
。
つ
ま
り
『
止

観
大
意
」
の
言
は
、
一
念
と
三
千
と
の
関
係
性
を
ば
不
変
、
随
縁
と
い
う
真
如
論
で
説
明
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
事
と
理

と
の
相
即
論
に
ま
で
発
展
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
修
に
も
性
に
も
一
念
三
千
、
三
千
一
念
は
有
る
の
で
あ
る
。
理
事
の
相
即
を
立
て
て
、

や
が
て
は
理
の
一
元
性
の
面
か
ら
現
実
の
差
別
の
事
を
蔽
い
か
く
し
た
の
で
は
、
中
古
天
台
本
覚
思
想
の
修
行
無
用
論
の
危
険
性
に
堕
す

三
、
「
非
一
念
三
千
仏
種
者
（
有
情
成
仏
、
木
画
二
像
本
尊
有
名
無
実
也
）
」
（
定
遺
七
二
頁
）
の
項
で
は
、
覚
超
作
と
い
わ
れ
る
『
道

場
所
得
決
』
（
未
刊
）
の
「
本
地
無
作
三
身
ト
ハ
十
界
ノ
衆
生
ノ
相
性
体
ノ
三
身
是
レ
也
。
故
二
宝
塔
品
ノ
五
百
由
旬
ノ
塔
婆
ハ
是
レ
十

界
ノ
衆
生
ノ
五
陰
和
合
ノ
体
也
。
塔
中
ノ
ー
仏
ハ
十
界
ノ
衆
生
ノ
内
心
ノ
定
慧
也
。
斯
ノ
如
ク
解
知
ス
ル
ヲ
ー
心
三
観
ヲ
修
ス
ル
人
ト
名

ク
。
是
ノ
如
ク
了
知
セ
バ
則
チ
所
居
ノ
土
ハ
是
レ
霊
山
会
上
、
能
居
ノ
人
ハ
是
レ
虚
空
会
ノ
大
衆
、
亦
是
レ
釈
迦
多
宝
ノ
ー
仏
、
十
方
所

来
ノ
分
身
也
ト
得
意
シ
テ
解
ス
ベ
シ
」
と
て
、
衆
生
の
三
如
是
Ｉ
本
地
無
作
三
身
、
衆
生
の
五
陰
Ｉ
宝
塔
と
解
知
す
れ
ば
、
衆
生
の
所
居

の
土
は
霊
山
浄
土
、
能
居
の
人
は
虚
空
会
の
大
衆
、
釈
迦
多
宝
の
二
仏
、
十
方
分
身
仏
に
外
な
ら
な
い
と
い
う
中
古
天
台
流
の
修
行
否
定
、

解
知
一
辺
倒
の
説
を
引
い
て
の
ち
、
「
私
二
云
ク
、
仏
果
ノ
極
理
ハ
一
念
三
千
也
。
種
脱
一
体
ナ
ル
ベ
シ
。
種
豈
二
別
二
之
レ
有
ラ
ン
ヤ
。

但
シ
下
種
ト
云
フ
ハ
如
何
ン
ガ
之
ヲ
下
ス
ャ
。
釈
（
玄
義
会
本
二
上
巻
一
五
丁
）
二
云
ク
聞
法
為
種
云
云
、
之
ヲ
思
フ
ベ
シ
」
（
二
○
七
’

八
頁
）
と
い
う
。
聞
法
に
よ
る
一
念
三
千
の
仏
種
こ
そ
が
、
種
脱
一
体
で
あ
る
か
ら
、
成
仏
で
あ
る
と
、
覚
超
説
を
日
蓮
義
に
則
っ
て
訂

や
が
て
は
理
の
一
元
性
の
面
か
ら
、

る
よ
と
誠
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

八
頁
）
と
い
誇
《

正
し
て
い
る
。

こ
こ
で
今
い
う
と
こ
ろ
の
聞
法
為
種
の
実
態
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
朝
師
に
尋
ね
て
み
よ
う
。
一
に
下
種
の
時
に
つ
い
て
は
、

末
法
ハ
ー
向
二
種
ノ
機
ノ
故
（
小
権
迩
ノ
機
ハ
過
時
）
也
（
略
）
当
流
ノ
御
義
ハ
本
覚
ノ
機
ト
モ
申
セ
、
又
始
覚
ノ
機
ト
モ
（
申
セ
）
、
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五
字
ハ
正
行
、
本
迩
ハ
助
行
一
妻
、
所
詮
成
仏
ノ
種
脱
ハ
五
字
也
（
三
七
六
頁
）

三
に
題
目
は
但
信
無
解
の
受
持
で
よ
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

所
詮
我
等
衆
生
ノ
成
仏
ハ
生
死
ノ
依
身
ヲ
以
テ
種
卜
為
シ
テ
浬
藥
ノ
理
二
達
ス
ル
也
。
価
テ
生
死
即
浬
藥
卜
云
フ
ハ
此
ノ
意
也
（
三
一

失
心
ハ
種
益
ノ
機
也
、
不
失
心
ハ
脱
益
ノ
機
也
（
二
九
七
頁
）

失
心
ノ
機
ト
ハ
末
法
受
生
ノ
凡
夫
也
（
三
三
三
頁
）

二
に
下
種
ノ
法
体
は
首
題
で
あ
る
と
て
、

末
法
ノ
機
ハ
義
味
思
量
二
及
バ
ズ
、
只
題
目
ヲ
聞
テ
仏
種
ヲ
成
ズ
ル
也
（
略
）
其
ノ
法
体
ハ
首
題
也
（
三
二
四
頁
）

私
二
云
ク
、
寿
量
品
ノ
経
文
ヲ
見
ル
ー
、
久
遠
ョ
リ
已
来
世
世
番
番
二
垂
迩
シ
テ
、
本
地
所
証
ノ
妙
法
蓮
華
経
ヲ
仏
種
卜
定
メ
給
フ

尋
ネ
テ
云
ク
、
下
種
ノ
導
師
ハ
三
世
ニ
ロ
業
二
要
法
ヲ
之
レ
唱
フ
ベ
キ
カ
。
私
二
云
ク
、
然
ル
ベ
キ
カ
ト
覚
ヘ
タ
リ
。
過
去
ノ
不
軽
既

行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

九
頁
）

私
二
云
ク
、
一

（
三
二
五
頁
）

頁
…

熟
脱
ノ
機
ナ
ラ
バ
迩
ノ
機
（
下
種
ノ
機
ナ
ラ
バ
本
ノ
機
）
卜
申
ス
ベ
キ
也
（
三
○
八
頁
）

広
開
近
ハ
（
略
）
殊
二
末
法
下
種
ノ
機
ヲ
以
テ
本
卜
為
ス
（
三
二
一
頁
）

彼
脱
此
種
（
定
遣
七
一
五
頁
）
也
云
云
。
何
故
二
只
ダ
種
卜
云
う
乎
。
答
（
略
）
凡
ソ
久
遠
下
種
ノ
者
ハ
在
世
二
脱
シ
了
ン
ヌ
、
在
世

下
種
ノ
者
ハ
正
像
二
已
二
脱
ス
ト
見
タ
リ
。
今
末
法
二
入
レ
バ
権
実
ノ
ー
機
尽
キ
テ
偏
へ
二
下
種
ノ
機
ノ
ミ
之
レ
有
ル
ベ
キ
也
。
故
二

不
軽
ノ
如
ク
而
強
毒
之
ノ
化
導
相
応
ノ
時
也
。
所
詮
迩
化
ノ
菩
薩
ハ
慧
命
相
続
ノ
為
メ
、
本
化
ハ
下
種
ノ
導
師
ニ
テ
御
座
ス
ニ
三
七
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行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

二
只
二
十
四
字
ヲ
唱
フ
ル
故
也
（
略
）
記
ノ
十
二
云
ク
、
現
二
受
ケ
ズ
ト
錐
モ
声
懐
二
納
マ
ル
ト
云
ヘ
リ
。
声
ノ
字
之
ヲ
思
フ
ベ
シ

（
略
）
下
種
ハ
必
ズ
声
塵
二
由
ル
ベ
シ
ト
見
タ
リ
（
三
六
五
頁
）

末
代
今
時
ノ
法
華
ノ
持
者
ハ
名
字
ノ
初
心
、
理
即
ノ
少
シ
ヒ
イ
デ
タ
ル
位
ナ
ル
故
、
妙
解
猶
ホ
以
テ
之
レ
及
バ
ズ
、
況
ン
ヤ
妙
行
ヲ

ヤ
。
故
一
二
念
三
千
千
ノ
解
行
ノ
功
徳
ヲ
五
字
ノ
内
二
之
ヲ
摂
シ
テ
、
如
来
ノ
大
悲
ノ
故
二
地
涌
二
付
嘱
シ
玉
フ
。
本
化
末
法
二
出
デ
、

一
切
衆
生
ヲ
漏
サ
ズ
、
口
密
二
之
ヲ
唱
ヘ
シ
ム
、
凡
聖
平
等
ノ
利
益
是
レ
也
（
三
七
二
’
三
頁
）

師
云
ク
緬
情
ラ
此
ノ
（
捨
広
略
好
肝
要
ノ
）
御
意
ヲ
案
ズ
ル
ニ
、
広
略
ノ
言
ニ
ハ
本
迩
ノ
異
之
し
有
り
。
此
ノ
同
異
ノ
義
味
ヲ
捨
テ
テ

本
迩
不
二
ノ
首
題
ノ
果
海
二
帰
シ
テ
義
味
思
量
ナ
ク
之
ヲ
唱
へ
之
ヲ
信
ズ
ル
処
ヲ
バ
、
本
門
ノ
極
談
、
下
種
ノ
相
貌
ナ
ル
ベ
シ
云
云
。

口
伝
二
云
ク
、
本
迩
ヲ
忘
レ
ョ
ト
云
云
。
仰
二
云
ク
、
尼
入
道
ノ
本
ト
モ
通
ト
モ
之
ヲ
知
ラ
ズ
、
兎
角
ノ
義
味
モ
之
レ
無
ク
、
只
五
字

ト
ガ
ク
セ

計
ヲ
唱
フ
ル
ガ
法
体
ノ
様
ニ
テ
、
答
癖
モ
ナ
キ
処
ガ
下
種
ノ
法
体
也
ト
云
う
。
甚
深
ノ
相
伝
也
（
三
七
五
頁
）

首
題
の
下
種
こ
そ
が
成
仏
の
要
道
で
あ
り
へ
題
目
受
持
の
仕
方
は
、
解
行
は
不
要
、
た
だ
信
心
口
業
で
よ
い
と
勧
め
る
辺
は
、
ま
さ
に
中

古
天
台
と
正
反
対
で
あ
り
、
遺
文
通
り
で
あ
る
。

今
日
の
時
点
で
『
本
尊
抄
』
の
要
所
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
朝
師
の
解
釈
を
尋
ね
る
と
、

一
、
三
十
三
字
段
に
つ
い
て
は
、
「
私
記
」
第
四
に
「
因
行
果
徳
ノ
事
」
（
一
二
四
頁
）
の
項
が
あ
り
、
こ
れ
が
三
十
三
字
段
に
つ
い
て
の

唯
一
の
解
釈
部
分
で
あ
る
。
全
文
を
挙
げ
る
と
、

因
行
果
徳
ノ
事
、
蓮
華
因
果
ノ
習
上
之
ヲ
思
フ
ベ
シ
。
（
『
弘
決
』
五
云
）
当
知
身
土
一
念
三
千
云
云
。

五
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二
、
四
十
五
字
法
体
段
に
つ
い
て
は
、
「
私
記
」
第
五
に
「
本
時
娑
婆
世
界
離
三
災
出
四
劫
云
云
」
（
三
一
三
頁
）
、
「
常
住
浄
土
事
」
（
二
三

四
’
七
頁
）
、
「
仏
既
過
去
不
滅
等
云
云
」
（
一
三
七
’
九
頁
）
の
一
二
項
が
あ
る
。
「
本
時
娑
婆
世
界
離
三
災
出
四
劫
」
に
つ
い
て
は
、
寿
量

品
の
「
我
常
在
此
娑
婆
世
界
」
の
本
国
士
妙
を
示
す
経
文
と
、
「
文
句
記
」
の
「
益
物
ノ
処
ト
ハ
此
ノ
娑
婆
即
チ
本
応
身
所
居
ノ
士
（
略
）

豈
伽
耶
ヲ
離
レ
テ
別
二
常
寂
ヲ
求
メ
ン
ヤ
、
寂
光
ノ
外
二
別
二
娑
婆
有
ル
ー
非
ズ
」
（
会
本
二
六
巻
一
三
丁
）
、
「
山
家
御
釈
」
（
三
善
為
康

行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
。
『
本
尊
抄
』
冒
頭
の
一
念
三
千
に
引
き
も
ど
し
て
「
釈
尊
ノ
因
行
果
徳
ノ
ー
法
」
を
釈
し
、
妙
即
三
千
・
三
千
即
法
と
て
妙
法
五
字

に
三
千
が
具
足
、
因
行
果
徳
が
具
足
さ
れ
る
と
い
う
。
「
当
知
身
士
一
念
三
千
」
の
文
を
引
い
た
の
は
、
．
身
一
念
遍
於
法
界
」
の
理
に

よ
っ
て
衆
生
に
三
千
が
具
足
す
る
こ
と
を
論
証
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
が
、
「
本
門
ノ
意
ハ
事
々
ノ
当
体
ヤ
ガ
テ
法
身
如
来
ナ
リ
ト
云
う
」

と
い
う
の
は
本
門
事
常
住
と
い
う
中
古
天
台
義
に
外
な
ら
な
い
。
し
か
し
「
仏
意
ノ
内
証
二
安
住
、
ン
テ
十
界
ヲ
見
ル
時
」
と
い
う
但
し
書

が
付
い
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
受
持
に
よ
る
譲
与
と
い
う
事
行
の
説
明
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ

れ
は
「
私
記
」
は
「
観
心
ノ
事
」
の
説
明
に
論
点
が
あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
必
ず
し
も
『
本
尊
抄
』
に
忠
実
な
説
明
で
は
な
い
こ
と
に

如
来
ナ
リ
ト
云
う
也
。

身
ハ
三
身
、
土
ハ
寂
光
、
一
念
三
千
ハ
蓮
華
因
果
云
云
、
弘
仁
三
箇
ノ
ロ
決
（
円
教
三
身
、
蓮
華
因
果
、
常
寂
光
土
義
、
慧
心
流
略
伝

三
箇
）
是
」
也
。
価
テ
一
念
一
二
一
千
円
備
ス
ル
処
ヲ
之
レ
見
ル
ベ
シ
、
依
正
ノ
因
果
一
念
二
同
時
也
、
妙
即
三
千
、
一
二
千
即
法
云
云
、

釈
尊
ノ
因
行
果
徳
云
云
、
蓮
華
ノ
因
果
ヲ
（
宗
玄
義
ノ
仏
自
行
因
果
一
言
。

或
ガ
云
ク
、
中
道
ノ
十
界
卜
云
う
事
之
し
有
り
。
仏
意
ノ
内
証
二
安
住
シ
テ
十
界
ヲ
見
ル
時
、
迷
悟
ノ
差
別
ヲ
云
ハ
ズ
。
十
界
ノ
当
体

ヲ
動
ゼ
ズ
シ
テ
法
身
如
来
卜
見
ル
也
。
爾
前
迩
門
ニ
テ
ハ
理
二
約
シ
テ
法
身
如
来
ト
談
ズ
ル
也
、
本
門
ノ
意
ハ
事
々
ノ
当
体
鱸
テ
法
身

－23－



行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

「
伝
教
大
師
伝
」
伝
全
付
六
七
頁
）
の
「
霊
山
ノ
報
土
ハ
劫
火
ニ
モ
焼
ケ
ズ
、
常
寂
ノ
応
土
ハ
無
明
豈
汚
サ
ン
ヤ
」
と
い
う
経
釈
を
引
い

て
、
本
時
の
娑
婆
世
界
と
は
本
国
土
妙
の
四
土
で
あ
る
と
い
う
教
相
を
示
す
。
こ
れ
と
と
も
に
、
さ
ら
に
「
或
ル
御
義
二
云
ク
、
本
時
ノ

娑
婆
ト
ハ
即
チ
己
、
心
ノ
娑
婆
ヲ
指
ス
也
。
三
災
ヲ
離
し
四
劫
ヲ
出
タ
ル
ト
ハ
己
、
心
ノ
三
災
四
劫
ト
知
ル
、
之
ヲ
指
シ
テ
出
離
ト
云
う
也
」

と
も
い
う
。
こ
れ
は
観
心
の
釈
で
あ
り
、
行
者
の
己
心
の
今
が
本
時
の
今
と
感
応
す
る
と
こ
ろ
に
本
時
の
娑
婆
を
見
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
「
永
遠
の
今
」
の
釈
に
相
当
し
よ
う
。

「
常
住
浄
土
」
に
つ
い
て
「
法
華
疏
（
仏
教
大
系
本
は
「
法
華
宗
義
」
に
作
る
）
ノ
心
ハ
ー
ニ
土
ヲ
一
念
二
備
ヘ
タ
ル
ヲ
寂
光
土
ノ
義
卜

為
ス
也
、
或
ガ
云
ク
寂
光
土
ト
ハ
本
国
土
妙
也
、
一
土
一
切
土
」
。
「
仏
既
過
去
不
滅
」
に
つ
い
て
「
不
生
不
滅
也
ト
云
フ
ハ
本
仏
ノ
辺
二

約
ス
ル
也
」
、
「
所
化
以
同
体
也
ト
ハ
十
界
常
住
也
」
。
「
私
二
云
ク
（
略
）
所
詮
本
門
二
於
テ
本
因
本
果
之
し
有
り
、
本
果
妙
ハ
仏
果
常
住

也
、
不
変
真
如
也
、
本
因
妙
ハ
九
界
常
住
、
随
縁
真
如
也
」
と
。
四
十
五
字
法
体
段
を
本
因
、
本
果
、
本
国
土
の
三
妙
と
し
て
釈
す
る
先

例
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
四
十
五
字
に
つ
い
て
の
解
説
は
長
文
に
わ
た
る
か
ら
、
力
を
注
い
だ
こ
と
は
わ
か
る
が
、
た
だ
し
こ
の
文
を

四
十
五
字
法
体
段
と
は
呼
ん
で
い
な
い
。

三
、
「
其
本
尊
為
体
」
（
宗
遺
七
二
一
’
一
一
貢
）
に
つ
い
て
の
解
説
は
「
見
聞
」
第
六
巻
の
初
に
み
え
、
こ
こ
も
長
文
で
あ
る
。
最
初
に
本

尊
に
戒
定
慧
の
三
類
を
立
て
る
三
六
九
’
二
七
○
頁
）
。
そ
の
図
示
な
ら
び
に
他
師
が
立
て
た
同
類
の
学
説
は
望
月
歓
厚
「
日
蓮
宗
学

説
史
』
（
二
三
頁
）
往
見
。
こ
れ
は
『
御
義
口
伝
』
に
「
戒
定
慧
ノ
三
学
ハ
寿
量
品
ノ
事
ノ
三
大
秘
法
是
レ
也
」
（
定
遺
二
六
七
一
頁
）

と
三
学
を
三
秘
に
当
て
る
の
と
は
趣
を
殊
に
し
て
い
る
。

次
に
「
本
尊
抄
』
の
本
尊
段
の
説
明
に
入
り
、

伝
二
云
ク
、
本
尊
相
貌
ノ
ー
段
尤
モ
大
切
也
。
先
ヅ
題
目
ヲ
中
央
二
書
給
フ
ハ
法
ハ
是
レ
聖
ノ
師
ナ
ル
義
也
。
釈
迦
多
宝
二
仏
左
右
二
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と
。
中
に
於
て
「
現
図
」
と
あ
る
の
は
、
こ
こ
は
『
本
尊
抄
』
の
説
明
の
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
佐
渡
始
顕
の
大
曼
茶
羅
か
と
思
え
る
が
、

そ
こ
に
勧
請
さ
れ
た
諸
尊
と
朝
師
言
及
の
諸
尊
と
の
間
に
は
相
違
が
あ
る
か
ら
、
佐
渡
始
顕
の
大
曼
茶
羅
（
亨
師
模
本
第
二
で
は
な
い
。

行
学
朝
師
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

と
あ
り
、

で
あ
る
。

或
ル
義
二
云
ク
、
此
ノ
中
二
阿
闇
世
提
婆
ハ
地
獄
界
、
輸
王
ハ
人
道
也
卜
云
ヘ
ル
義
之
レ
有
り
、
是
ハ
朗
公
ノ
相
伝
也
。
又
人
界
ニ
ハ

天
照
八
幡
等
之
ヲ
出
ス
。
地
獄
界
ニ
ハ
不
動
ヲ
出
ス
事
之
し
有
り
、
不
動
ハ
黒
色
也
、
又
火
炎
ノ
形
之
レ
有
ル
故
也
一
雲
、
是
ハ
日
向
．

意
也
。

然
ル
ー
再
往
之
ヲ
言
う
時
ハ
己
心
ノ
本
尊
卜
習
う
也
。
所
以
二
十
界
三
千
一
念
ナ
ル
法
体
ヲ
図
シ
テ
本
尊
卜
為
ス
ト
云
フ
事
、
観
心
本

尊
ノ
相
貌
也
。
其
ノ
釈
迦
多
宝
ハ
仏
界
也
。
四
大
菩
薩
ハ
釈
尊
ノ
支
分
、
果
分
ノ
菩
薩
ナ
ル
故
二
仏
界
二
属
ス
ル
也
。
文
殊
普
賢
ハ
菩

薩
界
也
。
身
子
迦
葉
ハ
中
乗
根
性
卜
釈
ス
ル
故
二
縁
覚
界
也
。
目
連
等
ハ
声
聞
界
也
。
梵
帝
四
王
等
ハ
天
道
也
。
転
輪
聖
王
阿
闇
世
等
妬

ハ
人
界
也
。
阿
修
羅
王
ハ
修
羅
界
也
。
大
龍
王
ハ
畜
生
界
也
。
十
羅
刹
女
ハ
餓
鬼
界
也
。
提
婆
達
多
ハ
地
獄
界
也
。
所
詮
中
央
ノ
題
目
一

ハ
十
界
十
如
三
千
一
念
ノ
処
ヲ
顕
シ
給
フ
也
。
己
心
ノ
妙
法
蓮
華
経
（
『
法
華
初
心
成
仏
紗
』
、
定
遺
一
四
三
二
頁
）
ト
書
給
フ
ハ
此
ノ

大
綱
に
次
い
で
細
釈
に
入
り
、

日
興
等
ノ
相
伝
也
（
二
七
一
頁
）

御
座
ス
ハ
境
智
ヲ
表
ス
。
四
大
菩
薩
ハ
本
化
ノ
上
首
、
之
ヲ
以
テ
釈
迦
ノ
脇
士
ト
シ
給
フ
事
、
本
門
終
窮
ノ
希
奇
也
。
薬
王
（
本
文
ハ

文
殊
）
弥
勒
等
ヲ
次
段
二
書
給
フ
ハ
迩
化
衆
ハ
下
座
二
居
ル
形
也
、
其
ノ
以
下
声
聞
人
天
等
次
第
ヲ
乱
サ
ズ
列
シ
給
ヘ
リ
。
現
図
ノ
如

シ
。
此
等
ハ
大
綱
ノ
得
心
也
（
二
七
○
頁
）

あ
り
、
「
本
尊
抄
」
が
仏
菩
薩
の
二
界
の
羅
列
に
限
る
の
を
、
「
現
図
」
つ
ま
り
図
顕
さ
れ
た
大
曼
茶
羅
に
当
て
は
め
て
説
明
し
た
わ
け



行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

弘
安
二
年
七
月
（
亨
師
模
本
第
十
五
）
、
弘
安
三
年
二
月
（
亨
師
模
本
第
十
六
）
、
弘
安
四
年
十
一
月
（
亨
師
模
本
第
二
十
）
、
弘
安
三
年

五
月
（
亨
師
模
本
第
十
七
）
図
顕
の
大
曼
茶
羅
が
朝
師
言
及
の
「
現
図
」
に
近
い
。

四
大
菩
薩
を
「
釈
尊
ノ
支
分
」
「
果
分
ノ
菩
薩
」
と
い
う
理
由
で
「
仏
界
二
属
ス
」
と
し
た
理
由
は
わ
か
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、
大
曼
茶

羅
の
座
配
は
、
図
面
に
面
対
し
て
首
題
の
左
に
釈
迦
牟
尼
仏
、
右
に
多
宝
如
来
で
あ
る
の
に
、
上
行
、
無
辺
行
の
二
菩
薩
は
首
題
の
右
、

浄
行
・
安
立
行
の
二
菩
薩
は
左
で
あ
る
か
ら
、
四
大
菩
薩
以
下
の
諸
尊
は
中
尊
お
よ
び
釈
迦
多
宝
二
仏
と
向
い
あ
っ
て
い
る
形
で
あ
る
。

故
に
四
大
菩
薩
は
読
ん
で
字
の
如
く
菩
薩
界
の
所
属
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
朝
師
は
こ
れ
を
仏
界
に
属
せ
し
め
た
。
そ
の
理
由
と
し
て

朝
師
の
四
大
菩
薩
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
非
常
に
強
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

伝
二
云
ク
、
釈
迦
多
宝
ヲ
左
右
二
之
ヲ
置
キ
、
中
央
二
首
題
ヲ
安
置
ス
ル
事
、
猶
ホ
以
テ
其
ノ
例
之
し
有
り
。
又
十
界
ノ
像
ヲ
図
ス
ル

曼
茶
羅
モ
之
レ
有
ル
カ
。
本
化
ノ
大
士
ヲ
以
テ
脇
士
ト
為
ス
事
ハ
比
類
無
ク
、
深
奥
ノ
意
趣
也
。
其
ノ
故
ハ
此
ノ
本
化
ノ
大
士
ヲ
図
シ

給
フ
故
二
釈
迦
ノ
久
成
ナ
ル
謂
モ
顕
ハ
レ
、
妙
法
ノ
久
遠
ノ
所
証
ナ
ル
事
モ
分
明
也
、
又
十
界
モ
本
有
常
住
ノ
果
分
ナ
ル
処
モ
顕
ハ
ル
、

也
。
サ
レ
バ
此
ノ
御
本
尊
ニ
ハ
本
化
ノ
菩
薩
ヲ
以
テ
脇
士
卜
為
ス
ノ
処
ヲ
超
過
ノ
意
趣
ト
習
う
也
（
二
七
八
頁
）

と
、
こ
れ
は
『
本
尊
抄
』
の
「
如
是
本
尊
在
世
四
十
余
年
無
之
、
八
年
之
間
但
限
八
品
」
（
定
遣
七
一
三
頁
）
の
釈
文
で
あ
る
。
以
下
、

首
題
の
左
右
に
二
仏
を
安
置
す
る
例
と
し
て
「
天
台
宗
ノ
玄
旨
潅
頂
ノ
時
ノ
本
尊
」
（
筆
者
管
見
に
し
て
未
検
、
朝
師
蔵
書
を
検
く
る
要

あ
り
）
、
十
界
の
像
を
図
す
る
例
と
し
て
「
修
禅
寺
相
伝
私
注
」
（
伝
全
五
・
一
○
九
頁
）
を
挙
げ
て
い
る
。
四
大
菩
薩
を
脇
士
に
据
え
な

け
れ
ば
釈
迦
の
久
成
も
妙
法
の
久
遠
所
証
も
十
界
常
住
も
顕
れ
ず
、
こ
の
御
本
尊
の
超
過
性
は
一
に
か
か
っ
て
本
化
の
四
大
菩
薩
を
脇
士

と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
四
大
菩
薩
を
仏
部
に
入
れ
た
い
強
い
意
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

私
二
云
ク
、
今
御
抄
ノ
文
体
二
地
涌
ヲ
釈
尊
ノ
脇
士
卜
為
ス
事
ヲ
別
シ
テ
此
ノ
御
本
尊
ノ
規
模
卜
存
ジ
給
フ
意
趣
聞
エ
タ
リ
。
能
々
可
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身
子
迦
葉
は
中
乗
根
性
（
三
乗
の
中
間
に
位
す
る
縁
覚
乗
の
異
名
）
で
あ
る
と
し
て
縁
覚
界
、
天
照
八
幡
を
人
界
、
不
動
明
王
を
地
獄

界
に
属
さ
せ
る
分
は
、
小
生
に
と
っ
て
驚
動
耳
目
。
総
じ
て
十
界
曼
茶
羅
を
観
心
本
尊
と
す
る
こ
と
は
、
『
本
尊
抄
」
よ
り
大
曼
茶
羅
が

始
ま
る
意
味
に
お
い
て
で
も
あ
ろ
う
か
。

四
、
四
種
三
段
（
定
遺
七
一
三
’
四
頁
）
に
つ
い
て
の
解
説
も
「
見
聞
」
第
六
巻
に
み
え
る
。

一
代
ヲ
一
経
卜
為
シ
テ
三
段
ヲ
分
別
シ
玉
フ
ハ
是
ハ
總
ナ
リ
。
又
十
軸
二
就
イ
テ
ー
経
三
段
、
二
経
六
段
ノ
相
ヲ
挙
ゲ
玉
ヘ
リ
。
又
於

本
門
有
序
正
流
通
自
過
去
大
通
仏
等
卜
云
う
一
段
ノ
配
立
之
し
有
り
。
此
ノ
ー
段
簡
要
（
肝
要
）
ト
見
タ
リ
」
（
二
八
八
頁
）

と
あ
り
、
四
種
三
段
と
い
う
名
目
は
な
い
が
、
明
か
に
四
種
の
分
別
を
設
け
て
お
ら
れ
る
。
以
下
そ
の
説
明
が
な
さ
れ
る
が
、
一
経
三
段

の
こ
と
を
「
醍
醐
三
段
」
（
同
頁
）
と
も
呼
ぶ
の
は
珍
し
い
。
迩
門
三
段
の
と
こ
ろ
で
、

御
抄
二
云
ク
尋
過
去
結
縁
大
通
十
六
之
時
下
佛
果
下
種
、
進
者
華
厳
経
等
前
四
味
為
助
縁
令
覚
知
大
通
種
子
、
此
非
仏
本
意
、
但
毒
発

等
一
分
也
云
云
。
尋
ネ
テ
云
ク
、
此
非
仏
本
意
ト
ハ
意
如
何
。
答
フ
、
凡
ソ
一
代
二
得
益
ノ
人
類
色
々
之
し
有
り
。
或
ハ
不
待
時
ノ
法

華
ノ
機
含
文
句
」
四
上
巻
、
三
周
説
法
十
義
分
別
の
「
十
、
待
時
不
待
時
」
、
会
本
十
巻
十
丁
）
モ
之
し
有
り
。
又
毒
発
ノ
機
（
「
止

観
弘
決
』
一
上
巻
、
会
本
一
ノ
ー
巻
二
十
七
丁
）
モ
之
し
有
り
。
又
被
接
ス
ル
人
（
『
止
観
」
三
下
巻
、
会
本
三
ノ
四
巻
五
十
二
’
四

丁
等
、
別
接
通
・
円
接
通
・
円
接
別
の
三
被
接
）
モ
之
し
有
り
。
又
二
入
通
（
通
教
の
二
乗
の
別
入
通
・
円
入
通
、
『
冠
導
台
宗
二
百

行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

ヘ
ル
カ
。

，
と
Ｊ
も
い
諺
７
０

思
之
（
三
七
○
頁
）

私
二
云
ク
、
今
御
雑

、
今
御
抄
二
建
立
東
方
鴦
王
、
不
顕
本
門
四
菩
薩
云
云
。
此
ノ
御
本
尊
ノ
規
模
ハ
偏
へ
二
本
門
ノ
四
菩
薩
二
之
し
在
り
と
云

甚
深
甚
深
（
三
七
二
頁
）
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私
二
云
ク
、
此
ノ
御
書
（
『
治
病
抄
』
）
ヲ
以
テ
校
合
シ
テ
見
ル
ー
所
説
ノ
法
門
天
地
ノ
如
シ
ト
書
玉
フ
ハ
教
主
ノ
始
成
久
成
、
弟
子
ノ

本
化
迩
化
ノ
異
、
土
二
就
テ
本
土
迩
土
、
此
等
ノ
法
門
天
地
ノ
如
ク
不
同
也
卜
云
う
事
卜
覚
へ
タ
リ
（
略
）
私
二
云
ク
、
十
界
久
遠
之

上
ト
ハ
本
因
本
果
ノ
義
、
国
土
世
間
既
顕
ト
ハ
即
チ
本
国
土
妙
ナ
ル
ベ
シ
（
略
）
迩
門
ニ
ハ
国
土
妙
之
レ
無
シ
。
本
国
士
妙
ヲ
明
ス
コ

ト
本
門
ノ
規
模
也
。
国
土
世
間
既
二
顕
レ
タ
リ
ト
云
ヘ
ル
御
文
章
甚
深
也
（
二
九
一
’
二
頁
）

と
て
、
十
界
久
遠
は
『
開
目
抄
』
の
「
本
因
本
果
」
（
定
遣
五
五
二
頁
）
の
こ
と
、
そ
の
上
に
国
土
世
間
既
に
顕
る
と
い
う
御
文
章
は
甚

深
也
と
評
価
す
る
・
国
土
世
間
の
開
顕
に
よ
っ
て
、
本
門
で
は
三
種
世
間
が
出
揃
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
一
念
三
千
は
迩
門
で
は
観
心
門

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
本
門
で
は
教
相
門
の
上
で
成
立
す
る
と
い
う
点
を
甚
深
也
と
云
わ
れ
た
の
か
と
思
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
次
下
に
「
殆
隔
竹
膜
」
に
つ
い
て
、
「
私
二
云
ク
、
本
迩
ノ
理
円
・
事
円
ノ
隔
タ
リ
ヲ
然
力
書
へ
玉
フ
カ
ト
覚
ヘ
タ
リ
」
（
二
九
二
頁
）
、

と
、
一
代
五
時
の
正
機
を
声
聞
と
明
言
す
る
と
こ
ろ
も
注
目
に
価
す
る
。
序
品
で
は
最
初
に
声
聞
が
列
座
す
る
の
も
そ
の
こ
と
で
あ
る
。

本
門
三
段
に
お
い
て
「
所
説
法
門
亦
如
天
地
、
十
界
久
遠
之
上
国
土
世
間
既
顕
、
一
念
三
千
殆
隔
竹
膜
」
（
定
遣
七
一
四
頁
）
に
つ
い

て
は

行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
愚
考
（
浅
井
）

題
』
巻
九
、
「
二
乗
被
接
」
、
六
九
二
’
七
頁
）
等
Ｐ
得
脱
ノ
相
ハ
称
計
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
但
シ
此
ノ
如
ク
不
同
也
ト
イ
ヘ
ド
モ
機
ノ
実
証

ハ
皆
是
レ
法
華
二
帰
ス
ト
見
タ
リ
（
略
）
但
非
仏
本
意
ト
ハ
、
加
様
ノ
機
ハ
自
ラ
純
熟
シ
テ
、
何
レ
ノ
教
ノ
席
ニ
テ
モ
其
ノ
教
ノ
助
縁

二
由
テ
脱
ス
ル
也
。
サ
テ
如
来
ノ
本
意
ハ
四
味
ノ
調
熟
ヲ
経
テ
第
五
時
ノ
法
華
二
来
ツ
テ
脱
ス
ル
機
ヲ
正
機
卜
為
ス
意
ヲ
爾
力
判
ジ
玉

フ
カ
卜
覚
へ
タ
リ
。
サ
レ
バ
次
ニ
ニ
乗
凡
夫
等
前
四
味
於
縁
漸
漸
来
至
法
華
顕
種
子
遂
開
顕
機
是
也
一
妻
、
是
し
三
周
得
悟
ノ
声
聞
也
。

之
ヲ
以
テ
ー
代
五
時
ノ
正
機
ト
ス
ル
ニ
対
シ
テ
、
爾
前
ノ
経
教
ヲ
助
縁
卜
為
シ
テ
脱
ヲ
成
ズ
ル
機
ヲ
仏
本
意
二
非
ズ
ト
判
ジ
玉
フ
カ

（
二
八
五
’
二
九
○
頁
）
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果
具
ノ
事
、
十
界
一
念
ナ
ル
ガ
故
二
、
我
等
卜
諸
仏
ト
果
報
ノ
依
身
隔
テ
ナ
キ
ノ
処
ヲ
果
具
ト
云
う
也
。
是
ハ
事
円
也
（
一
七
七
頁
）

迩
門
ヲ
理
円
卜
云
フ
ハ
、
界
如
三
千
皆
真
如
ノ
ー
理
ナ
ル
処
二
元
付
ク
（
略
）
方
便
品
ノ
諸
法
実
相
云
云
。
本
門
事
円
ト
ハ
迩
門
所
誤

ノ
界
如
三
千
ノ
依
正
ヲ
当
体
当
体
事
々
差
別
シ
テ
本
来
無
作
ノ
法
也
卜
談
ズ
ル
故
二
、
本
門
事
円
卜
云
う
也
（
二
四
五
頁
）

事
相
ヲ
少
シ
モ
動
ゼ
ズ
シ
テ
常
住
卜
説
ク
故
二
事
円
ト
モ
申
ス
也
（
三
○
○
頁
）

と
、
界
如
三
千
の
依
正
の
当
体
の
事
々
差
別
の
ま
ま
に
本
来
無
作
の
法
・
諸
仏
・
常
住
と
悟
る
と
こ
ろ
を
事
円
と
い
う
義
は
中
古
天
台
の

本
門
事
常
住
（
事
の
一
元
論
）
、
例
え
ば
「
三
十
四
箇
事
書
』
（
伝
源
佳
）
に
、

理
と
は
、
諸
法
差
別
な
り
と
い
へ
ど
も
、
如
々
の
故
に
一
に
帰
す
る
な
り
。
事
に
は
万
法
差
別
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
理
に
お
い
て
全
く

差
別
な
し
。
諸
法
を
浪
ず
る
な
り
。
事
と
は
、
諸
法
を
混
ぜ
ず
、
自
体
に
し
て
常
恒
な
り
。
故
に
、
迩
門
は
諸
法
を
涙
ず
る
故
に
円
融

行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
」
愚
考
（
浅
井
）

師
自
身
の
解
釈
に
よ
る
と

「
理
円
三
千
ノ
心
地
ト
事
円
三
千
ノ
心
地
ト
ハ
羅
穀
（
ラ
コ
ク
、
「
竹
ノ
中
ニ
ウ
ス
キ
ヤ
ウ
ノ
様
ナ
ル
物
」
）
ノ
隔
タ
リ
ニ
テ
之
レ
有
ル
ベ

キ
也
（
略
）
本
迩
移
転
ス
ル
行
者
ノ
心
地
、
理
円
事
円
ノ
隔
テ
ハ
竹
膜
ノ
如
シ
ト
書
給
フ
」
（
二
九
三
頁
）
と
い
う
か
ら
、
一
念
三
千
の

理
と
事
と
の
隔
た
り
の
僅
差
を
意
味
す
る
と
み
て
お
ら
れ
る
。
『
十
章
紗
」
の
．
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
之
十
如
実
相
な
れ
ど
も
、

義
分
は
本
門
に
限
る
、
爾
前
は
迩
門
の
依
義
判
文
、
迩
門
は
本
門
の
依
義
判
文
な
り
、
但
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限
る
べ
し
」
（
定

遺
四
八
九
頁
）
の
文
を
念
頭
に
置
い
て
頂
き
た
か
っ
た
。
『
十
章
紗
』
は
『
朝
師
御
書
目
録
』
に
は
記
載
が
あ
る
（
定
遣
二
七
七
一
頁
下

段
）
が
、
註
釈
は
さ
れ
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

ち
な
み
に
理
円
・
事
円
の
意
味
は
、
『
玄
義
釈
籔
』
に
序
王
を
註
釈
す
る
中
に
「
顕
本
為
事
円
、
開
権
為
理
円
」
（
会
本
一
上
巻
、
序
十

四
丁
）
と
あ
り
、
朝
師
も
「
私
記
」
第
三
（
一
八
五
頁
）
、
「
見
聞
」
巻
六
（
二
九
一
一
貢
三
一
○
○
頁
）
に
こ
の
文
を
引
い
て
い
る
が
、
朝
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愚
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浅
井
）

妙
理
の
三
諦
な
り
。
本
門
は
諸
法
を
混
ぜ
ず
、
た
だ
当
体
が
衆
生
と
云
ひ
、
乃
至
仏
と
云
ふ
な
り
。
故
に
事
の
法
体
を
改
め
ず
（
岩
波

日
本
思
想
大
系
「
天
台
本
覚
論
』
一
五
五
頁
）

と
い
う
と
こ
ろ
と
共
通
す
る
が
、
中
古
天
台
が
本
門
事
円
の
理
を
現
実
に
ま
で
及
ぼ
し
て
、
や
が
て
修
行
無
用
論
に
堕
し
た
の
に
対
し
て
、

朝
師
は
本
門
事
円
を
本
門
の
教
説
と
し
、
こ
れ
を
妙
法
五
字
に
包
ん
で
、
妙
法
五
字
に
よ
る
自
他
の
下
種
を
勧
め
た
と
こ
ろ
に
大
い
な
る

相
違
が
あ
る
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に
珍
ら
し
い
朝
師
の
教
学
を
紹
介
し
よ
う
。

一
、
『
観
心
本
尊
抄
』
（
定
遺
七
○
二
’
三
頁
）
に
一
念
三
千
に
つ
い
て
妙
楽
が
『
弘
決
』
五
巻
に
「
乃
是
終
窮
究
寛
極
説
」
と
指
定
し
た

言
葉
が
引
か
れ
る
が
、
そ
の
読
み
方
に
つ
い
て
「
私
記
」
巻
一
に

尋
テ
云
ク
、
乃
是
終
窮
究
寛
極
説
一
舅
。
之
二
就
テ
心
得
ベ
キ
事
之
レ
有
リ
ヤ
、
如
何
。
或
ル
人
云
ク
、
仙
波
ノ
尊
海
ノ
義
ニ
ハ
終
窮

ナ
リ
究
寛
ナ
リ
極
説
ナ
リ
ト
三
句
二
読
ム
ベ
シ
ー
蟇
。
意
ハ
称
歎
ノ
意
趣
、
此
ノ
如
ク
読
ム
ハ
甚
深
二
聞
コ
ュ
ル
也
。
終
窮
究
寛
ノ
極

説
卜
云
ヘ
バ
、
文
体
ノ
勢
、
少
シ
ク
微
劣
二
覚
タ
リ
云
云
（
略
）
、
尤
モ
三
句
二
之
ヲ
読
ム
ベ
キ
也
（
一
二
三
頁
）

と
「
終
窮
ナ
リ
究
寛
ナ
リ
極
説
ナ
リ
」
と
三
句
に
区
切
っ
て
読
む
べ
き
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

二
、
「
見
聞
」
巻
七
に

物
語
（
「
有
慶
物
語
』
力
、
二
五
一
頁
に
み
ゆ
）
二
云
ク
、
静
明
法
印
嵯
峨
殿
ニ
テ
毎
自
作
是
念
ノ
文
ヲ
講
談
ア
リ
シ
時
、
帝
、
後
嵯

峨
帝
也
、
不
審
シ
テ
云
ク
、
寿
量
品
ノ
疏
二
開
三
顕
一
、
開
近
顕
遠
卜
云
う
、
寿
量
品
ノ
文
ナ
レ
バ
開
近
顕
遠
ハ
尤
モ
ト
云
ハ
ル
ベ
キ

一
ハ
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な
お
「
本
迩
未
分
ノ
首
題
」
「
四
重
興
廃
」
「
無
作
三
身
」
「
迩
門
ｌ
不
変
真
如
、
本
門
ｌ
随
縁
真
如
」
、
密
教
学
の
活
用
等
に
つ
い
て
も

議
す
べ
き
点
が
あ
る
が
、
今
は
省
略
し
て
又
の
機
会
を
待
つ
。
（
平
成
刑
・
皿
・
妬
）

と
い
う
。
朝
師
は
名
だ
た
る
一
致
派
の
巨
匠
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
「
有
慶
物
語
』
な
る
書
物
が
何
か
未
検
。
「
寿

量
品
ノ
疏
」
と
は
『
法
華
文
句
』
（
会
本
二
十
七
巻
二
十
五
丁
）
に
「
毎
自
作
是
念
」
を
釈
し
て
「
開
三
顕
一
、
開
近
顕
遠
シ
テ
、
衆
生

ヲ
シ
テ
速
カ
ニ
仏
道
二
入
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
シ
タ
マ
フ
」
と
い
う
箇
所
を
指
す
。

こ
の
文
の
直
後
に

ヵ
、
何
ト
テ
開
三
顕
一
卜
判
ズ
ル
ャ
。
静
明
此
ノ
事
ヲ
答
申
ト
シ
テ
、
タ
ケ
ク
ラ
ベ
ノ
方
便
品
タ
ケ
ク
ラ
ベ
ノ
寿
量
品
卜
申
ス
名
目
ヲ

使
う
卜
習
う
事
也
云
云
。
其
ノ
座
二
尊
真
ヲ
始
ト
シ
テ
三
井
寺
ノ
学
者
多
ク
之
し
有
り
。
加
様
ノ
名
目
ヲ
（
未
ダ
之
ヲ
聞
カ
ズ
ト
申
シ

テ
匿
シ
笑
フ
ヲ
、
一
二
井
ノ
碩
学
ノ
中
二
申
ス
様
ハ
、
古
大
和
庄
俊
範
ノ
御
講
ノ
時
、
此
ノ
名
目
ヲ
仕
ツ
テ
沙
汰
ア
リ
シ
ニ
少
シ
モ
違
ハ

ザ
ル
事
ノ
殊
勝
サ
ョ
ト
云
ヒ
ケ
レ
バ
、
大
衆
皆
閉
口
シ
了
ン
ヌ
（
三
一
六
頁
）

「
タ
ヶ
ク
ラ
ベ
」
と
い
え
ば
樋
口
一
葉
の
小
説
に
も
あ
り
、
丈
く
ら
べ
、
背
く
ら
べ
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
方
便
品
と
寿
量
品
と

の
背
高
く
ら
べ
で
あ
る
。
本
迩
に
勝
劣
を
立
て
る
の
は
小
供
の
丈
く
ら
べ
み
た
い
な
児
戯
に
等
し
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、

也
（
三
二
六
頁
）

凡
ソ
本
迩
ノ
実
相
不
同
也
卜
云
へ
ル
ハ
且
ラ
ク
本
迩
移
転
ノ
機
ノ
前
ニ
テ
成
ズ
ル
者
也
。
法
体
法
性
ノ
処
ニ
ハ
本
迩
ノ
実
相
全
体
一
物
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